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1． はじめに

　前報
1）
で は殷後期か ら清まで の 1尺 の 長さを計

量 し ， それ を基 に各時代 の 最 も確か らしい長 さを

推算 した。そ の 際 に 秦か ら清まで の 長さ と して の

里 の 単位長を示 した 。 秦以前の 時代は文献 も少な

く，これ らの単位長を推算する に は 若干 の 仮定を

お く必要が ある 。 先秦時代 の 面積 と して の 歩や里

につ い て は ，朴興秀の 研究
2）

が あるが ， 本報告で

は長 さと して の 歩 と里 の 単位長に つ い て ， 西周か

ら戦国時代 まで の 範囲に 限定 して 考察 した結果を

まとめ た もの で あ る 。

2． 歩 と里の単位長

　2．1　 現代 日本人 の 歩幅と 身長 の 関係

　日本で は片足をふ み だ した時の 右足 の踵か ら左

足の 踵 ま で の 距離を 歩幅と い っ て い る 。

小爾雅
3）

に ，

薩，謬 馳 ，碗 跿
ヲ

謂三之
ヲ

札
とあるよ うに古代中国で は ，ひと足を蹉とい い ，

ふ た足を歩 とい っ た 。 したが っ て こ こ で は歩幅と

はふ た足幅を さすこ とに する 。 すな わち一方 の 足

をあ げ，ふ たた びそ の 足が地に つ くま で の 踵 の 跡

の 距離をい う。

　元来 ，単位の 基準 は多 くの 人が納得す る大 きさ

の もの が とられ る か ら，人体を基準に す る場合は ，

変化の 大きな幼少年期と老年期にある者が除か れ

る の は当然で あ る 。

　漢書
4）

によれ ば，

　民
ハ

ニ 十
ニ シ テ

受3田
ヲ

，六十
ニ シ テ

帰歪田
ヲ
，

と あるよ うに 20才か ら59才まで の 年齢の 者が主 と

して 田を管理 した よ うで あ る 。 また男性 と女性で

は歩幅が異なる。歩の 単位の 計量は農耕の 管理者

で ある男性が行 っ た もの であろ う。 表 1 に 現代 日

本人 の 男性の歩行検査の 結果を示 した
5）

。 こ こ で

は 19才以下と60才以上 は上記の 理 由で 省略 した。

以下 ，特に こ とわ らなければ，すべ て 男性の 計量

値で あ る。

表 1　 自然 歩 行 の 歩 幅

年　 齢 被 験 者 数
ひ と 足 幅

　 （cm ）

1分間 の

ひ と足 の数

20〜2930
〜3940
〜4950
〜59

40252628 66．467

．361

．963

，8

118．6118

．3121

．6119
．8

平　 均　 値 64．9 119．6

　表 1の 計量 は岡山県 内の 街頭で1924年 に行われ

た結果で ， 携帯品の あ る場合 も，な い 場合 もあ る 。

一般iC最適負荷量は体重の 約40％で ある
6）

。 1967

年の 日本人の 平均体重 と標準偏差は 57，8 ± 7，0kg

で あ っ た
7）

。 120m の 歩行距離を 計量 した結果は ，

無負荷時よ り 1 ％減少す る だ けで あ っ た 。 しか し

負荷 を 31．75kgiC する と ，4 ％減少 した
8）。 こ れ

は荷物を も っ て 長距離を旅行する際に距離を歩測

する ときは ， 歩幅が著 しく滅少す る こ とを示唆 し

て い る 。

　歩行の際に 両足の 開 く角度を
一

定 と考えれば，

歩幅は下肢長 の 関数 で あ る。歩行す る ときは大腿

骨頭の頂点が回転するか ら，下肢長は こ の 頂点か

ら床面ま で の 長 さ とな る。しか し大腿骨頂は髀臼

の 中に隠れ て おり，外部か ら触知す る こ とはで き

な い 。 X 線な どを使用する こ とは実用的で な い の

で ，一般に は触知で きる前腸骨棘高か ，恥骨結合

中心 高か ら推算す る方法が 用 い られ て い る 。

　 von 　 Fickstedt　9）に よれ ば ，身長 130〜 180　cm

の 民族群で は，前腸骨棘高と恥骨 結合中心高 との

差は約 7cm で あ る。 した が っ て簡略法 と して は前
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腸骨棘高か ら 3cm を引 くか ，恥骨結合中心高口 4

cm を加えればよ い
lo）

。 1967年の 日本人の平均身

長と標準偏差 は 164，6土 5．5crnである
7）

。 （被験

者数 772）。身長，前腸骨棘高お よ び 恥骨結 合中

心高を同時に 計量 した例はあま り多くな い 。 そ こ

で 人体計測値図表
11）

を基 に
， 平均身長 164．6cm の

場合の 前腸骨棘高と恥骨結合中心 高を推算すると，

そ れ ぞれ 88．57　cm 　
， 8L90cm とな り ， 差は 6．67

cm とな っ た 。 こ れか ら下肢長は 85．71cm とな り，

身長 との 比は 52．1％ とな る 。

　歩幅 と下肢長 ，下肢長 と身長に そ れぞれ相関関

係が あれば ，歩幅と身長は相関関係がある筈で あ

る 。 日本入 の 1 分間 の 歩数は 117〜 122 で ある
12）。

平均 12D歩として ，ひ とあ し幅と身長の 関係を表

2 に 示 した
6・8）

。 表 2の 身長で ＊ 印を っ け たもの は，

足長か ら推算 した身長で あ る
7）
。

表 2　 ひ とあ し幅と身長 の 関係

身　長（cm ） 147 ＊ 150．8161 ＊ 16婆．9

ひ とあし幅（cm65 ．263 ．275 ．580 ．3

　こ の数値か ら回帰方程式をっ くる と ， 式（1）の よ

うに な る 。 こ こ で R は身長 ，y は ひ と足幅で あ る。

y ；0．933ヌ1− 74．446 〔1）

　日本人の 95％を含む身長を とる と，そ の 下限一

（平均値）
一上限は 153，8〜 （164，6）〜 175．4　cm

’

とな る 。
こ れ らの 数値を式〔1）に 入 れ て ，ひ と足幅

を計算す ると，69．1〜 （79．1）〜89，2cm となる 。

したが っ て 歩幅はこ れらの 数値の 2倍の 138〜（158）

〜 178cm とな る 。 い ま こ こ ろみ に 1里を 300歩と

して ，1里 の 長 さを計算すると ， 415〜 （475）
−

535m とな る 。

　 2．2　 中国人 の 身長

　現代中国人 の 身長を計量した もの に李済の 研究
IS）

が あ る。李済は被験者数 5081 に つ い て 平均身 長

が 165．lcm で あると して い る 。 こ の統計は 1921

年 に ア メ リカ合衆国東部の 諸大学の 中国人学生 と

ボ ス ト ン の 広東省 出身の 中国労働者に っ い て 行わ

れた もの で ，中国に おい て 計量された もの で はな

い 。 こ れ に最近の 資料 も加 えた 被験者数 7702の

平均身長は 164，4cm で ある 紘 これ らの 資料か ら

は海南島 と台湾島は除い て ある 。 これを直ちに被

験者層 と年代 の 異な る現代日本人と比較する こ と

は で きな い が ，巨視的に考えれば，ほぼ同 じとみ

なせ るで あろ う。

　古代中国人の 身長に 関する記録 は非常に少 な い 鴨

仰韶の 晩期新石器時代人 4例の平均身長は 168．8cm，

内蒙古 自治区赤峰紅山後第二 文化に と もな う人骨

6 例の平均身長は 168．8cm ，遼寧省沙鍋屯の 晩期

新石器時代人 1例 は 165．3cm で あ る 。 こ れ らは い

ずれ も大腿骨 の 長さか らの 推算値で あ る 。 こ れ ら

の 地域は現代 中国で も身長の 大 きい と こ ろで ， 現

代人 の 平均身長は 167〜 168crnに達する 。 湖 南省

長沙で 発見 され た西漢時代の 馬王堆一号墓の 女性

は ，生前の 姿に あま り異な らな い こ とで 有名に な

っ た 。 そ の 身長は 154．5cm で あ り， 168　B ．　 C ．

以後数年以内に 死亡 した とい われ て い る 。 こ の 身

長は現代 日本人女性の 平均身長 153，4± 5，0cm（被

験者数 68ユ）
7＞
とほとん ど同 じで あ る 。

　戦国時代の 身長を推算す る例 と して ，戦国策
10

が あ る 。 こ れ は西漢 の劉向 （77〜6B ，　C ．） の 編

と い われ て い る 。 趙 の 孝成王 （265〜 245B ．C ．）

の 項に ，

　然而，不 峯以孟環寸之膰三害革七尺之躯呈者 ，

　權也 。 今有：
ハ

国
9
．非竺

ル

直
＝

七尺躯三
ミ ；

也。

とあ る 。 こ の伝承 は紀元前 3 〜 1世紀 の 思想を含

む もの と考え られ る 。 こ こ で 7尺 とは人 の 身長の

平均値が 7 尺に 近い ため ， 6 尺何寸また は 7 尺何

寸を丸め て 7 尺と した の で あろ う。 当時の 数値の

丸 め方が ，現代 と相違 して い るか ，明 らかで はな

い 。一応 7尺と して ，当時 の 1尺 の 平均値から身

長を計算す ると ，
つ ぎ の よ うにな る 。

　 23，07crn × 　7≒ 161cm

　 したが っ て古代中国人の身長が ，現代中国人 と

現代 日本人の 身長 と数％以内の 誤差で ほ ぼ同 じと

認め られれば，歩の長 さもあまり変 らな か っ た で

あろ う こ とが推定で きる 。

　 2．3　 秦以 後に お け る歩と 里 の 関係

　 前報の 尺 と里 の 関係の項で 述べ た よ うに ， 秦の

始皇帝が 221B ．　 C ．（26 ）に 1歩を 6尺 ， 1里 を

300歩と して以来 ，各王朝は これを継承 して きた 。

しか し南北朝以後に 1尺 の 長さ は急激 に伸長 し，
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遂に A ，D ．624 （武徳 7） に至 っ て 唐は大尺 5 尺

を 1歩 とし， 1 里 を 360歩 とす る制度を公布 した 。

元が A ．D ．1267 （至元 4）に 1里 を 240歩 と した

こ とを唯一の 例外 として ，清に 至 る まで 5尺 1歩，

360歩 1里 の 制度が存続 した の で ある 。 ユ歩 の 長

さは ，それが制定された当時 は人体の 歩幅そ の ま

ま の 長さで あ っ たろ う 。 しか し後世 に な っ て 1尺

の 長 さと，ある整数比をもつ よ うに 関係づ けられ ，

さ ら に後世 に 1尺の 長さ の 伸長に 合せ て 歩 も変化

して い っ た 。 C れ に 対 して 古代 も現在 も中国人の

体格に大きな変化はなか っ た の で ， 1歩の 長 さを

あ ま り変えずに 1尺 との 関係をある整数比 に保つ

ため に ，5 尺 ／歩の 制度が施行され た と考え られ

る。里は地図を つ くる場合の 長さ の基準単位で あ

り ， 1里が 1800 尺 の 比率 を変 え る と，経済や軍

事上 に大きな影響を与える の で ，こ の 比率は 温存

されたの で あろ う。表 3に 秦，唐 ，清 の 尺度 の 変

化率 を 示 した。約 2000 年の 間 に 尺 と里 は 36％

伸長 した の に 対 して ，歩 は 13％ しか 伸 長 して い

な い 。 朴 興 秀
16）

は朝 鮮半 島に お け る 各王朝 の 計

蓑 3　尺，歩，里の 変化率

尺 歩 里
時

　
代

年　代
長 さ

（cm ）

変化率
（％ ）

長 さ
（cm ）

変化率
（％）

長 さ
（m ）

変化率
（％）

秦 221B．C．23．071DO ユ38 ユ00415100

唐 A ，D．74230，06130150109541130

清 A．D，176331．41136157113565136

量史を研究 した結果 ， 「度量 衡制 の 改革 と ， 量

田法の 改革は一大混乱を ひき起 した だ けで な く，

莫大な経費と時間 と労力を要す るの で特別 な目的

と理由がな ければ施行 しなか っ た と見た し ， どん

な 目的の 下で 改量田 を行な う時で も最 も簡単 に そ

の 目的を達成する方案が ある時 はそ の 方案を選択

した もの と見た し，こ の よ うな改革 も政治が安定

しなか っ た建国初に は実施を避 けた で あ ろ うと推

測 し」 て い る。 ま こ と に 卓見で あ り，原則 と して

中国に もあて は まるで あろう。

　陳夢家
1？）

は 古代都城 の考古学的発 堀 に よる里歩

の実測値 と文献上の 数値を比較 して い る 。 こ こ で

は最近 の 例を
一

つ だけつ け加えよ う。 1973 年に長

沙馬王堆三 号漢墓か ら西漢時代 の 地形図と駐軍図

が発堀 され た 。 墓葬年代 は ユ68B ．　C．（文帝 12）と

推定され て い る。現存する最 占の 地図で あ り，技

術水準 は高度 の もの と判定されて い る 。 地形 図は

西漢長沙国西南部で ，東，％　11　1
°

〜 112D　30t，北緯

23
°
〜 26

°
の 範囲 内で ある 。 こ の地形図か ら当時の

尺 ， 歩 ， 里 の 単位長を推算 して み よ う。 前報
1）

の

表 5（28頁）か ら春秋戦国〜新の 回帰方程式（3）をえ

らぶ 。

L ＝23．07

C ； 1，7788x 　ユ0
−7xz

　− 2．3307　x

　 　 10
−4x

＋ 0．1677

ー2ー

（3）

x を 2168 とし，（3）式 に入 れて 回帰方程式 を とく

と ，信頼区間 C は ± 0．50cm とな る。　 L の 23，D7

c皿 か ら 0．50 を 引き ，また これに 加え て ，当時 の

1 尺の 長 さの バ ラ ッ キをみ る と，下限〜（平均値）

〜上限は 22，57〜 （23．07）〜23、57cm とな る 。

一

方 ，地形図は 1 寸ユ0里 で 描かれ ，現代 の 50万分 の

1 の 地図と比較する と，平均で 縮尺 1／ユ77．OOOと

報告 されて い る
18）

。 表 4 に これらの 推算値を示 した 。

　　　 表 4　回帰方程式 と地形図か らの 推算値

単 位 回帰方程 式 か ら 地 形 図 か ら

歩 （c 面 135 〜（ユ38）〜 141133 〜（136）〜 139

里 （m ） 406 〜（415 ）〜424399 〜（408）〜417

　回帰方程式は 1尺 の 長 さを基準 に して お り，計

量 誤差を全 く含まな い と仮定 して い る。地形図 も

測量誤差 ， 製図誤差 ，復元誤差 ，計量誤 差が含 ま

れ て い ると思 われ る 。 こ れらの 事を考慮すれば ，

比較的よ く一致 して い る とみて よ い で あろ う 。

　 2．4 　 6 尺 1歩 ．300歩 1里 の 上限 年代

　 6 尺 1歩の 下限年代は 2．3か ら A ．D ．624 と考

え られ る が ，上 限は ど こ ま で さか の ぼ れるで あろ

うか 。 周 礼，地官小司徒の 鄭玄 （A ．D ．127〜200）

註 に

　司馬法 日
a
，六尺為 ζ歩   歩百為ご晦 、晦百

　為ζ夫！夫三 為
tt

屋   屋三 為じ井  井十為 ：

通   とあ り，史記，始皇本紀の 索隠に も，

　管子司馬法皆六尺為う歩   讌周以
テ

為三歩
ヲ
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　以 重入足ヱ，非 ご獨秦制二。

とある。司馬法 は史記，司馬穣 苴列伝 に よれ ば．

斉 の 威王 （356〜319B ，　 C．）のときに 司馬穣苴 の

説 もそ の 中に入れた とある 。 司馬 は 周の 軍官名で ，

穣苴 は斉 の 景王 （547〜490B ．　C．）の頃の 人で あ

るか ら紀元前 6 〜4 世紀頃の 伝承を含ん で い る と

考え られ る q また管子 は管仲 （？〜645B ．C．）の

作 とい わ れ て い るが ， 後入の 加筆が多 く，戦国時

代か ら西漢代の 成立 と考え られ て い る 。 した が っ

て これ らの 文献上か らは一応 、 紀元前 6 〜 1世紀

頃と考え られ る。 つ ぎに さ らに こ の 年代を別 の 観

点か ら考えて み よ う。

　古来，農業は 動力と農具 の 改良に よ っ て ，多 く

の 改革が 行われて きた。人間 の 労働力は ，運動性

に最 も変化が あ り，目的が変更 され る とた だちに

それ に 適応で きる とい う点で ，あらゆ る種類 の 力

に た い して 隔絶 して い る
19）

。 しか し人 間の 力は牛

の 約 1／7，馬の 約 1／ 10しか ない 。 人間は動物の 畜

力を利用す る こ とに よ っ て ，生産力を飛躍的に 増

大させて きた 。 す で に 甲骨文の 中に は 「犂牛 」 と

い う文字が み え て い る
2D
も 鉄器は殷代に 使用され

て い た 。 しか し こ れ は隕鉄で
21）
，鉄鉱石か ら作 ら

れ た もの で は ない 。当時，犂はあ っ た に して も，

鉄製で あ っ た とは思われ な い 。 伝説
22）

に よれば．

　后稷
ハ

是播Z 百穀ヱ。 稷之孫
ヲ

日 Z 叔均i。

　是始
メ テ

作生牛耕ヱ 〔始
メテ

用三 牛犂三〕。

とあ り ， 周王朝の 始祖 とされ る伝説上 の 人物，后

稷 の 孫を発明者と して い る。　〔 〕 内は晋 の 郭璞

（A ．D．276 〜324）の 註で ある。牛や犁を農業に

使用 し始め た の は相 当昔か ら行われ た の で あ ろう。

初期の 頃は犁の 先端 に は木，石や骨が 使用 され て

い た と思わ れ る 。 鉄器は春秋時代に はあ る程度あ

らわ れ るが ，まだ農具は発見 されて い な い
23）

。 鉄

製農 具は戦国時代に 入 ると急に 多 くな り ， そ の 範

囲は ，河南，河北，山西，陝西，遼 寧 ， 山東，安

徽，江蘇 ，浙江 ，江西，湖北 ，湖南 ；広東 ，広西 ，

四川省 に ま た が る
24）

。 こ れ は戦 国 7 国と百越 の
一

部を含ん で い る 。 鉄製農具は全農具中の 57〜97％

を占め ， そ の 中に は犁 も多数入 っ て い る 。 鉄製 の

犁を使用 した牛犁耕が ，農業の 形態を大幅に変え

た こ とは疑 の な い こ と と思 われ る 。

　戦国時代 に魏 の 文侯 （445 〜396B ，　 C ．）は 403

B ．C ，に 韓 ， 趙と共に晋か ら独立 して 諸侯 に列せ

られ た 。 文侯は 李俚 の 尽地力法
25）

を採用 し，国は

富強に な っ た とい われて い る 。 しか し全面的に 牛

犁耕は行わ れな か っ た と考え られる
26）

。

一時 ， 魏

に 滞在 して い た衛鞅
27）

（ca 　390〜 338　B．　C．） は

秦 の 孝公 （361〜338B ．　C．）に親任 され，359　B．

C．（孝公 3年）に 第 1次変法 ，350　B．　C．（孝公 12

年） に 第 2次変法を実施 した 。 第 2次変法で は阡

陌制を行なうと共 に
28）

， 度量衡を統一 した 。 史記
27）

に は，

　平 i ス

斗桶權衡丈尺ヱ　とある 。

秦は こ の 頃， 6尺 1歩 の 制度 を採用 し，牛犁耕を

全面的に 用 い て ， 阡陌制 を実施 した の で あ ろ う 。

単位当 りの 面積 は減少 したが ， 1人 の 耕やす面積

と収穫量 は著 しく増加 した の で あろ う。 衛鞅 の 死

後もこ の 制度は 行わ れ た 。 趙の 孝成王（265 〜245

B．C，） の 時代
15）

に

　且
ツ

秦
ハ

以 三牛田
ノ

水三通 じ糧
二

，其死 士
ハ

皆

　列6 之
ヲ

於上地i，令厳
二

政行
ワ
凹 不

レ
可豊

ラ

与
二

戦2。

とい われた の は ，こ の 間の 事情をよ く物語 っ て い

る 。 お そ らく一蔀の 他 の 列国 も秦の 制度をみ な ら

っ た に ちが い な い 。 後に 誰周 （A ．D．　201〜　270）

が 6 尺 1歩 は秦だ けで はな い と い っ た の は ，こ の

事で はな い で あろ うか 。 こ の 制度を先に 実施 した

秦 は著 し く強大 となり，秦｝ ，政は遂に 221B ．　C．

に 天下を統一 し，始皇帝 と称 した 。 始皇帝 は こ の

制度の 継承者と して ，統一国家内に あま ね く実施

させ た の で あろ う。 したが っ て 6尺 1歩 の 制 の 上

限は 350B ，　C．頃と考え られ る。

　 司馬法に よれば，60尺 4 方を晦，600尺 4 方を

夫 ，1800 尺 4 方を井と い っ た とあ る。井の 一辺 は

1里す なわち 300歩 とな る 。 盂子 （372〜289B ．

C．＞
29）

も

　方里
ニ シ テ

而井
ス

，井
ハ

九百畝
ナ
覧

とし，春秋穀粱 伝
30）

の 宣公ユ5年 （594B ．　C．）に

　古者三百歩
ヲ

為1里
ト
，名

ヅケ テ

日三井田土，

　田者九百 畝 。

とあ り ，礼記 ，王 制
31）

に も

　方一里
ノ

者
ヲ
，為5 田九百畝t，。
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とある。100平方歩が一畝で あ るか ら ， ユ里は 300

歩 4 方，長 さの 単位 で は 300歩とな る。 穀梁伝の

記述 をそ の まま信ずれ ば ， 300歩 1 里 の 制度 は 7

世紀以前，王制が編集 されたの は紀元前 2世紀 （西

漢文帝 ， 179〜 157B ．　C．）の 頃と い われ て い る。

したが っ て 300歩 1 里の 制度 の 上限 は西周初期ま

で さかの ぼり得るで あ ろ う。

　 2，5　 6尺 6寸 1歩 ， 8 尺 1歩の 年代

　 礼記，王制 に よれ ば

　古者以孟周尺八 尺ヱ為tr歩
ト

， 今以tJ．周尺六

　尺 四寸ヱ為1歩   古者百畝气 當生今
ノ

東田 百

　四十六畝三十歩i。 古者百里
ハ

，當 Lv今
ノ

百二

　十一一里六十歩四尺 二 寸二 分二 。

とある 。 こ の 部分の解釈に つ い て は鄭玄 （A ．D ．

127 〜 200）以来 ，諸説 があ る 。 す なわち 6尺 4

寸を元に 計算す る と，古 の 100畝は今の 156畝 25

歩 ， 古の 100里は今 の 125里 とな るからで ある 。

こ れ に対 して 孔広森 （A ．D，1752〜 1786 ）は 合

理 的な解釈 を行 っ た
32）

。 周礼 ，考工記
33）

に よれば，
　 　 ライ

車の 耒の全長は 6尺 6 寸で．「与
レ

歩相中也 」 と

ある 。 また篆文の 4 （兜 ）と 6 （兜）は字体が似て

い るの で ，誤 っ た の で あ ろ うと して い る 。 6 尺 6

寸を元に して 計算す る と ， 王制の 146畝30歩に対

して 146畝 92歩，121里 60歩 4 尺 2 寸 2 分 に対し

て 121里 63歩 4 尺 2 寸とな り，ほ とん ど一
致する。

鄒伯奇
34）

（A ．D．1819 〜1869）も誤算は して いる

が ，ほ ぼ同一
の 見解 を示 し，ま た多 くの 例証 をあ

げて い る 。 こ こで は王制 の 6尺 4 寸は 6尺 6 寸の

誤記 と考え て お く。

　礼記 ，王制 の 今とは ，こ の 部分の 資料の年代を

示す と考え られる。 秦が 6 尺 1 歩の 制度を採用 し

た年代 を ，第 2次変法を実施 した 350B ．　C ．とす

れば ， 秦に おける 6 尺 6 寸 1 歩制の F限は 351B ．

C．とな る 。 こ の 時点で ，他の 列国はまだ 6尺 6 寸

1歩の 制を とっ て い た と思わ れる 。 こ れ以後 ，一

部の 国は独 自に 6 尺 1 歩の 制度を採用 した か も知

れな い 。 また一部の国は秦に 併合され るにつ れ て

6 尺 1 歩の 制度に な り，最 も遅 くまで 滅亡 しなか

っ た趙 と燕は 222B ．C ．まで 6 尺 6寸 1歩の 制度

をと っ て い た もの と思 われ る。前報
1）
に お い て 1

尺 の 長 さの 平均値が 23．07cm と安定 して い た の は

春秋後期か ら新まで で あ っ た。 したが っ て 上限は

春秋後期か ら戦国時代 に か けて の変曲点 ，623 〜

（519）〜 376B ．C．として ，歩 の 長 さを計算す る と，

　 　 23，07cm × 6，6　F … ユ52crn

とな る。1尺 の 長 さは 22，45〜（23．07）〜23．68cm

と幅が あ っ た か ら，歩の 長さも 148〜（152）〜156

cm とな る 。

　これが昔 の 8尺に相当す るか ら 1尺 の 平均値は

1903cm とな る。前報の 表 5の 殷〜春秋戦国時代

の 方程式（1）に よれば ，

L ；− 6．4984 × 10
一

了x2 ＋ 2．7455 ×

　　 10
　2x −− 4．858

C ； 1．0889 × 10
−5x2 −− 5，8633　x

　　 lO
− 2x

＋ 79」25

（4｝

｛5）

で あ る 。 こ こ で 1尺の 長さは L （cm ），信頼区聞

は C （± cm ），　x は A ．D ．2000 年以前の 年数で ある 。

19．03cm を凶 に 入れ て 式を解くと，x は 2999とな

る 。
こ れを式（5｝に入れて信頼区間 ± 1、22cm を得る 。

19．03cm か ら 1．22cm を引き，または こ れ に加 え

て ，それぞれ 17．81cm と 20．25cm を得る 。 これ ら

を式 （4｝に 入れて 年代を求め ると ，1018〜（999）〜

788B ，　C ．となる 。 この 頃の 基準 となる尺度 は周古

尺 で あ る。 周古尺 の 1尺 の 長 さは ユ8．56〜（19．61）
〜20．66cm であ り，そ の 年代は 1025〜（941）〜

844B ．　C．で ある 。 礼記 ， 王制 の い う古の周 尺 と

は ， こ こ で い う周古尺の こ とで あろ う。また古 と

は紀元前 9〜11世紀で あろ う。

　周 古尺を 19．61cm と して ，こ の 8尺が ， 後代の

周尺の 6尺 6寸に相当する とす れば，6尺 6寸時

代の 尺度 は 23．77cm とな る。519　B．　C．頃の 1尺

の長 さ の バ ラッ キは約 O．62crnと推算 さ れるか ら．

計算値は最大 23．69cm とな る 。 春秋後期か ら戦国

前期に か けて ，生産力は急激 に発展 し，列国 はつ

ぎっ ぎに地租を改正 して い る
35）

。 伸長 した 1尺の

長さを歩 の 長 さとを整数比で 関係づ けるとき，少

なめ な値をえ らべ ば ，面積の 減少 した分だけ余分

に収奪で きる で あろ う 。 こ の 時代に お そ らくその

よ うな作為が な され た の で あろ う。すな わ ち面積

当 り 5．8 ％ の 増収 となる 。

　礼記 ，王制の 周尺 の 文章 の 前に は ． 1里が 300

歩の記述が ある 。 したが っ て 古 （941B ．　C．頃）と

今 （519B 、　C ．頃）も，1里 は 300歩で あ っ た と考

え る こ とがで きる 。 礼記，王制 の 尺度関係の 資料
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表 5　 先秦 時代 の 尺 ， 歩 ， 里 の 長 さ

時　代 年 代 （B，C，） 尺 （cm ） 歩 （cm ） 里 （m ）

西　周 1025 〜（941 ）〜84418 ．56〜（19，61）〜20．66 ユ48〜（ヱ57）〜 ユ65445 〜（47ユ）〜496

春　 秋 623 〜（519 ）〜 37622 ．45〜（23．07）〜23．68148 〜 （152 ）〜 156445 〜（457）〜469

戦国 （秦） 350〜222 22．47〜（23，07）〜23．67135 〜（138）〜 142404 〜（415）〜426

の 年代 は ，紀元前 10世紀前後の 伝承を含む 6 世紀

頃 とす る こ とがで きる e 表 51ζ先秦時代の 尺 ，歩

お よ び里の 長さを示 した 。

　 e こ で 表 3 と表 5か ら尺度 の 変化率を求めた結

果を表 6 に示 した 。

表 6　尺度の 変化率

尺 歩 里

時代 年　代
尺

（cm ）

変化率
（％）

歩
（cm ）

変化率
（％ ）

里
（m ）

変化率
　％

西周 941B ，C ．19，61100157 工00471100

春秋 519B．C．23，071181529745797

戦國
（秦）

350B．C．23．071181388841588

秦 22ユB ．C．23．071181388841588

唐 A．D．74230、0615315096541115

清 A ．Dユ76331，41160157100565120

　表 6か らわか るよ う に ，尺の 長さは最 も変化 し

たが ，里 は こ れに っ ぎ，歩 の 長 さは最 も変化 しな

か っ た 。

3． 考 　察

　後世 に な っ て 周尺 と い われ て い る もの は ， 大部

分が 春 秋 ， 戦国 ， 秦 ，西漢 ，新， の 頃 の 尺 度

（23，07cm ）であり，西晋の荀 勗 （？〜A ，　D ， 289）

が古尺か ら復元 した の も，この 尺度で あ っ た 。 前

報
D

で は ，こ の 頃 の 周尺 と区別するため に ，西周

前期頃 と推定 され る尺度を周古尺 と呼ん だ。
10種

の 尺 度か ら復元 された周古 尺 の 長 さは 19，61 土

1，05cm であっ た 。 朴興秀は周尺 （こ こで い う周古

尺 ） の 長 さは 10 指尺で ある と し，壮年農夫 50人

の 4指幅を計量 して 7．80cm を得 ， こ れ か ら 1 尺

の 長 さを 19．50 ± 0、2 〜 0．3cm と した
16）

。 日本人

の 場合 も H 〜 V 指幅は 7．8 ± O．5cm とな り
7）
’
，こ

れか ら推算す ると，平均植 と信頼区間は 19．50 ±

G．35crn とな る 。 周古尺に つ い て は実証的な研究

が少ないめで ， 今後さ らに 深 く研究 され る こ とが

望まれる。

　古代に さかの ぼる ほ ど，後世 の よ うな作為が少

な く人体に よ る計量値に 近 くな る とすれ ば，表 6

の 歩の 長 さか ら身長を式 （1｝に よ り算 出す る と ，

164cm となる。西周前期の 成人男性 の身長に つ い

て は ，今の と こ ろ確 かめる こ とはで きな い が ， 参

考に は なる で あろう。

　歩 と尺の 比率は前述 のよ うに ，代表的な もの だ

けで も 8，
6．6，6，5 と各種あ る 。 歩 ｝こ似た単位と

して 弓が ある 。 元は弓の 長さをい い i 的まで の 長

さをはか る単位長で あ っ た 。 後に土地をはかる単

位 に変化 した もの で ， 1 弓は 8 尺 ，6尺 ， 5尺 と

時代がた つ に つ れ て変 り，歩 と同 じ長さに な っ た

36）
。 しか し歩も弓もは約 3000 年の 間 に各種の 1尺

の 長さと組み合わ され ，多 くの 単位長が生 じた 。

A ．D ， 1750 （乾隆 15） に は 1 弓が 1el， 142，

236cm の 各種が あ っ た こ とが記録 されて い る暁

　顧炎武 （A ，D ， 1613〜 1682）38＞ も歩 と弓

に は 5 ，6 ，7 ，8 尺が あ る と述べ て い る。

　礼記 ，王制の 1 里 300歩の 文章 と周尺 8 尺の 文

章の 中間に ，つ ぎの 文章が ある 。

　自L） 恒山＿至 空於南河t，千里而近 宅　自L）南

　河＿至生於江：，千里而近ζ 自z西河＿至室於

　衡山i 。 千里而遥
ナ 「L 自LJ東河＿至

ル

於東海
S

，

千里而遥
ナ

TL

　自LJ東河＿至
ル

於西河i。 千里而

近 給　自L） 西河＿至LV於流沙i，千里而遥
ナ 鬼

西不
レ
盡

二
流沙ヱ， 南不 レ盡 二

衡 山2。 東不レ
盡

二
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東海 Z，北不
レ
盡 ど匿Ll」−Z，凡四海之内，断

レ
長

ヲ

補1）
ノ

短乞方三千里 ．為三田 ノV 卜萬億一萬億畝   方
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　 こ こ で数値 の 丸め方の 例が で て い る 。 文章の後

の 方 に 300G 里 4 方は 81 億畝で ，こ の 2／3 は 60

億畝 とな る とい う所で ある 。 計算すれば 54 億畝

とな り，これを切上 げて い る こ とが わか る 。 数値

の 丸め方 に つ い て は ，さらに 多 くの 例を しらべ な

ければな らな い し，時代 によ る変化 もあ っ た もの

と思わ れ る。 しか し現代 に おける合理的な丸め方
39）

　　とは ， や 丶 相違 して い る と考え られ る 。

　 恒山は 山西省東北部の渾源県東方の 山で ，衡山

は湖南省東部の 衡山県西方の 山で ある 。 い つれ も

古代か ら有名な山 で 現在 も名は変 っ て い な い
。 南

河 は恒山の 南にあ る河で 黄河の こ とで あり，江は

長江で ある 。 黄河 も長江 も屈曲 して おり．特に黄

河 は 古代に は現在の 位置 よ り少 し南の 方に位置 し

て たよ うで ある 。 しか もそれ らの 距離は 1000 里

弱また は 1000 里強 と表現 され て お り．正確な丸め

方の わか らな い現在で は不 確定な要素が多す ぎる。

東河 も西河 の 位置 も不確定 とすれ ば ， や ts確実な

もの は東海 と流沙で ある。 しか し東海は黄河 の 河

口 ， 山東半島の 先端 ， 長江 の 河口 付近が候補 にあ

が るが ，どれ もきめ て が な い 。 また流沙は砂漠の

こ とで ある 。 これを西周の 西に ある ゴ ビ砂漠とし，

黄河が南か ら北に 流れ，そ の 西に後に長城が築か

かれた付近 と推定 した 。 西周か ら春秋戦国時代 と

現在 とで は ，地質構造に大 きな変化が なか っ た と

仮定 し，中国大地構造図
40）

か ら砂漠 の 東限を寧夏

回族自治区の 銀川 市の 西 50   の 長流水付近 と し

た 。

　 2点聞 の 距離を計量す るの に ，一般には平 面図

の 上 に 直線定規をあて て 行 う方法 が とられて い る。

丸 い 地 球を平面に投影するの に ，多 くの 図法が考

案され て い る 。 図法 に合わせ た曲率の 曲線定規を

使用す る こ とは繁雑で ある 。 しか もこ の 曲率 は緯

度 に よ っ て 変化する 。 曲率を無視で きる の は 縮尺

1／50，000以上 で ある 。 3000里の 距離は中国の 大

部分を覆 い ．地球 の 曲率を無視する こ とは で きな

い 。 こ こ で は試案 と して 球面 3 角法を用 い た大圏

航法 に よ っ て 長 さを計 算 した。 こ れ は 地 球 儀 の

上 に 巻 尺 をあてて はか るよ うな もの で あ る 。 こ

れ に も欠点 はあ る 。 船 の よ う に 球 面 に そ っ て 航

行 す る場 合 は よ い が，地 上 の 曲 っ た， しか も高

低の あ る道に そ っ た 2点 間 の 計量 に は 適 当で は

な い 。

　地図
41）

に よれ ば恒 山は東経 113°55’
， 北 緯

39°54’
．衡山は東経 112°45 ’

， 北緯 27°18’

で ほ X
”
南北 の 子午線に平行 して い る 。 流沙の端 （長

流水）を東経 105°42’
，北緯 38°24’

とし， これ

か ら恒山と衡山の 線に ほ ゴ 直角な 線を引 くと ．東

海は黄河の 河口 （東経 118°58’，北緯 37°52’
）

が 最 も確実の よ う に思われ る 。 こ れ か ら大圏航法

に よ っ て 計算す ると恒山か ら衡山まで は 1406km ，

流沙 か ら東海まで は 1474   とな り，1里 はそれ

ぞれ 469m と 491m ．平均 480m とな っ た 。 こ れ

を表 5 と比 較す ると ． 方 3000里 の 伝承は西周前期

頃 の もの と考え られ る 。

　本報告で は西周王朝の制度を源とす る歩 と里の

制度の 主流 を概観 した 。 歩につ い て は ，中国人の

身長が 3000年間に大 きな変化を しなか っ た の で ，

大 きな変化は なか っ た 。 しか し里 は 1尺の 長 さの

変化 と共に ，歩よ り も大 きな変化を した 。 唐以後

に大 尺を基 にす る里 に変化 して も，一部で は小尺

を基 にす る里 も用い られた もの と思われる 。 里は

長距離の単位の ため ，計量誤差 も大き くなる可能

性 もある 。 また長 さの 基本単位 として の 里の他に ，

単位時間に 歩 く長さの よ うに ，長さと時間の 組立

単位 を単 に里 とい う単位名で 表現 した場合 もある

と考え られ るの で ．里程 の 解明 には充 分な注意が

必要で あ る 。

　本報告で は里 程の よ うな長距離の 距離の 計量 技

術 と して ，歩測の 技術 の
一部 をと りあげたが ，他

の 計量技術も数多く存在して い る。単位 の 計量 に

は必 らず技術が ともな うもの で あ る か ら，具体的

な計量技術と ともに単位 を考え る必要が ある 。

　歩 と い う文字は甲骨文にあ るが ，里 とい う文字

は発見 され て い な い 。 殷後期の 尺度 は数枚発見 さ

れ て お り，尺度の面か らは西周初 期との 連続性が

認め られ る 。 西周は殷 の 遺制を継 い だ とい われ て
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い る 。 殷後期の 1歩は 10尺であ っ たとい う可能性

もあ るが ，なお資料が不足 して い る 。 本報告が先

秦とは い い なが ら西周で 筆を止め た の も，そ の 理

由は こ こにあ る 。

　春秋戦国時代は列国が興亡を くり返 し，諸国で

使用 して い た計量 標準は必ず しも統
一

され て い な

か っ た 。 しか し大部分は西周 の 遺制か ら派生 した

もの で あろ う。 秦 によ り滅亡され た国々の 記録は

湮滅 したもの も多い 。 また戦乱の 中で中央 の威令

の 届かな い 地方で は ，民衆の 間で発生 した単位で

記録 に残 らなか っ た もの も多い と思われ る 。 本報

告 に示 した諸数値は ，なお歴 史地理 学的 な検証 を

うける必 要はあ るが ，古書に散見する
一

部分の 里

数値は ，これで 説明が つ くもの と考え られ る 。

4． おわ りに

　本報告に お い て ，現代 日本人 ，現代中国人およ

び古代中国人の 身長が大差 な い こ とを，統 計的資

料を基に論証 し ， 身長 と相関関係に ある歩幅も大

差な い こ とを推論 した。つ い で 前報で ま とめた尺

度年代学を基 ic，古代文献の 年代 と尺度の 長 さを

推算 し，一応，西周か ら戦国時代 の 秦ま で の 歩と

里の 長さを求め て み た 。 しか し仮定の土 に仮定を

重ねた所 も多 く，単な る試論にすぎな い 。 本報告

が 多少の 参考に もなれば幸で ある。

　付記　資料の 収集に は 内村喜之 ，篠原俊次，朴

興秀各氏の ご協力を得た。深 く感謝の 意を表する。
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Unit　 Length　of 　Pu　 and 　Li　in　China　i皿 Pre−Ch ’in

Age

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Shigeo　Iwata

　 I　demonstrated　that　there 　is　no 　great　difference

between 　statures 　of　the　pエesent −day　Japanese，　Pエesent −

day　Chinese　and 　ancient 　Chinese　on 　the　basis　of

statistical　 data　 and 　infeエred 　 that　 there 　is　no 　 エe−

markable 　diffeエence 　between 　their　lengths　of 　step　which

are 　cGrrelated 　 with 　the 廿 stature ．

　 Furthef，　 I　 took 　 up 　pエoblematical 　 points　 in　 meas −

urement 　 of 　Length　of 　Li　by　pacing　 and 　 contemplated

them ．　 Next
，
　I　 calculated 　 by　 estilnation 　length　of 　Pu

and 　 Li　 in　 main 　 ages 　 from　Western　Chou　 to　 Ch’in

in　 the　 war エing　states　on 　the　basis　Gf 　linear　 measule

chronology 　 which 　I　integエated 　in　my 　preceding　repQrt 、

These　results，　 together　with 　 those 　in　my 　preceding

repo エち are　summarised   the　fellowing　table．
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